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(57)【要約】
【課題】縫製対象が伸縮性のある生地或いは一端部側端
縁が曲線状の生地であっても、生地の一端部側の端縁を
その全長に亘って所定位置に自動的に位置調整すること
が可能で、常に適正且つ良好なヘム縫いを実行すること
ができるミシンの生地捌き装置を提供する。
【解決手段】生地ガイド部８、生地折り返し案内装置７
等を備えたミシンＭと、生地の他端部側を把持する生地
他端把持具１３を備えた生地捌き装置Ｈとからなり、生
地他端把持具１３又は生地の中間部を保持する生地中間
部保持具１４を、生地の一端部側の端縁位置が縫製進行
方向に直交する方向に位置調整されるように特定方向に
往復駆動移動可能に構成された生地端縁位置調整機構１
５と、生地ガイド部８の下方に配置された生地端縁位置
検出器１０による生地端縁位置の検出結果に基づいて、
生地の一端部側の端縁位置が所定位置に位置調整される
ように生地端縁位置調整機構１５を上下鉛直方向に往復
駆動移動させる制御部と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生地の縫製進行方向への送りを案内する針板と前記針板に形成された針落ち部を通過す
るように上下動可能に構成された針と昇降可能な生地押え金と前記針落ち部よりも縫製進
行方向の上流側位置に配置されて生地の一端部側端縁に摺接して該端縁の縫製進行方向へ
の移動を案内する生地端縁案内装置と該生地端案内装置よりも縫製進行方向の上流側位置
に配置されて生地の一端部側の前記生地端縁案内装置への送り出し移動を案内する生地ガ
イド部とを備えたミシン本体と、
　前記針落ち部よりも縫製進行方向の上流側で且つ縫製進行方向に直交する方向でミシン
本体の横外側方へ離間する位置に配置されて前記生地の他端部側を把持可能な生地他端把
持具と、
　を具備するミシンの生地捌き装置であって、
　前記生地他端把持具又は該生地他端把持具と前記生地ガイド部との間に配置されて生地
の中間部を保持する生地中間部保持具を、前記生地の一端部側の端縁位置が縫製進行方向
に直交する方向に位置調整されるように特定方向に往復駆動移動可能に構成された生地端
縁位置調整機構と、
　前記生地ガイド部の下方に配置されて、生地の一端部側端縁位置を検出する生地端縁位
置検出器と、
　該生地端縁位置検出器による生地端縁位置の検出結果に基づいて、前記生地の一端部側
の端縁位置が所定位置に位置調整されるように前記生地端縁位置調整機構を前記特定方向
に往復駆動移動させる制御部と、を備えている
　ことを特徴とするミシンの生地捌き装置。
【請求項２】
　前記ミシン本体が、生地の一端部を折り返して形成される重ね合わせ部分をセットして
該重ね合わせ部分の縫製進行方向への送りを案内するための前記針板と、前記針と、前記
押え金と、を備えたヘム縫い用ミシンである
　ことを特徴とする請求項１に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項３】
　前記生地ガイド部には、生地の一端部側端縁に発生しているカールを矯正するカール矯
正装置が設置されている
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項４】
　前記生地端縁位置調整機構は、前記生地端縁位置検出器による生地端縁位置の検出結果
に基づいて、前記生地他端把持具又は生地中間部保持具を上下方向に往復駆動移動させる
ように構成されたものである
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項５】
　前記生地端縁位置検出器は、縫製進行方向に直交する方向に間隔を隔てて二つ配置され
ており、そのうち、一方の生地端縁位置検出器の検出動作に応じて前記生地端縁位置調整
機構を前記特定方向の一方向に駆動移動させ、かつ、他方の生地端縁位置検出器の検出動
作に応じて前記生地端縁位置調整機構を前記特定方向の他方向に駆動移動させるように構
成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項６】
　前記生地他端把持具は、ミシン本体の縫製動作に同期連動して鉛直又は略鉛直な軸心周
りに駆動回転可能に構成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項７】
　前記生地端縁位置調整機構により上下方向に往復駆動移動される前記生地中間保持具は
、生地の中間部を下方から受け止め保持するローラと該ローラを回転可能に支承する固定
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心棒とから構成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載のミシンの生地捌き装置。
【請求項８】
　前記生地中間部保持具のローラは、前記生地端縁位置調整機構により前記生地中間保持
具が上下方向に往復駆動移動されるとき、該ローラに受け止め保持されている生地中間部
が前記生地中間保持具の上下往復駆動移動経路脇に沿って立設された弾性部材に摺接する
ことで上下に移動する生地中間部を介して正逆方向に回転するように構成されている
　ことを特徴とする請求項７に記載のミシンの生地捌き装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば２本針型式の横筒形二重環縫いミシンを用いてＴシャツ等の丸物生地
の裾部全周をほつれ止めのためにヘム縫いしたり、スカートを輪状でなく一枚ものの生地
を開いた状態にしてその裾を二つ折りしてヘム縫いしたり、あるいは縁かがり縫いミシン
を用いて丸物生地の一端部の重ね合わせ部の全周、又はスカートを輪状でなく一枚ものの
生地を開いた状態にしてその裾を二つ折りして裾引き縫いしたりする場合に生地の一端部
側端縁が所定位置に位置調整されるように生地を捌き処理するミシンの生地捌き装置に関
する。以下本明細書では上記した各縫いをヘム縫いと統一して表現する事とする。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、二重環縫いミシンを用いてＴシャツ等の丸物生地の裾部をヘム縫いする場合、
従来一般には、縫製作業者が右手で生地の一端部側の裾部分を持ってミシンの縫製部に誘
導して送りを案内する一方、左手で丸物生地の他方端部分を束ねて裾部分よりも少し上方
へ持ち上げ気味に握り持ち、ヘム縫いの進行に合わせて左手側の他方端部分を送り案内す
るといった具合に、縫製作業者が両手を用いてヘム縫いを人為的にアシストしていた。
【０００３】
　しかしながら、上記のような従来一般の人為的アシストの場合は、生地の重み等の外力
によって生地の一端部側の裾部分が縫製進行方向に直交する方向（以下、左右方向と記載
する）に変位することがあり、かかる変位によって裾部分の端縁位置が所定位置から外れ
て、裾部分がミシンの縫製部から左方に位置ずれしやすく、その結果、生地一端部側の折
り返し幅や重ね合わせ代が過不足になり、習熟度の低い縫製作業者では適正且つ良好なヘ
ム縫いを行うことが非常に難しいという問題があった。
【０００４】
　そこで、従来、針落ち部を含む縫製部よりも縫製進行方向の上流側位置に、生地の送り
経路の下位置で左右方向に移動する送り面を有する送りベルトを設けるとともに、この送
りベルトの上方に、生地の送り経路を挟んで前記送りベルトの送り面に対向する作用端を
有し、かつ、上下に駆動移動可能な生地押えを設け、前記送りベルト及び生地押えの対向
部より縫製進行方向の上流位置に配置した生地端検出器による生地の端縁の検出に基づい
て、生地押えを上下移動させて生地押えの作用端と送りベルトとの間に生地の一端部を挟
持させ、この状態で送りベルトを動作させて前記挟持箇所を左右方向に移動させることに
より生地の左右方向の変位を自動補正させ、これによって、生地の一端部側の端縁が常に
所定位置に位置調整させることを可能にした生地捌き装置が提案されている（例えば、特
許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－１１６６３６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかし、上記特許文献１に開示されている生地捌き装置によると、例えばニットなどの
伸縮性のある生地を縫製対象とする場合、送りベルトと生地押えの作用端との間に生地の
一端部側を挟持して左右方向に移動させたとしても、挟持部分が局所的に移動するのみで
後に続いて送り込まれてくる生地を所定位置まで移動させること、つまり、生地の一端部
側の端縁の全長を所定位置に位置調整することができない可能性がある。
【０００７】
　また、縫製対象となる生地の一端部側端縁が曲線状である場合、端縁の左右方向の変位
が大きくなるため、生地の一端部側の端縁をその全長に亘って位置調整することが難しく
、適正且つ良好なヘム縫いを実行するには至らないという問題があった。
【０００８】
　本発明は上述の実情に鑑みてなされたもので、縫製対象が伸縮性のある生地或いは一端
部側端縁が曲線状の生地であっても、生地の一端部側の端縁をその全長に亘って所定位置
に自動的に位置調整することが可能で、常に適正且つ良好なヘム縫いを実行することがで
きるミシンの生地捌き装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係るミシンの生地捌き装置は、生地の縫製進行方
向への送りを案内する針板と前記針板に形成された針落ち部を通過するように上下動可能
に構成された針と昇降可能な生地押え金と前記針落ち部よりも縫製進行方向の上流側位置
に配置されて生地の一端部側端縁に摺接して該端縁の縫製進行方向への移動を案内する生
地端縁案内装置と該生地端案内装置よりも縫製進行方向の上流側位置に配置されて生地の
一端部側の前記生地端縁案内装置への送り出し移動を案内する生地ガイド部とを備えたミ
シン本体と、前記針落ち部よりも縫製進行方向の上流側で且つ縫製進行方向に直交する方
向でミシン本体の横外側方へ離間する位置に配置されて前記生地の他端部側を把持可能な
生地他端把持具と、を具備するミシンの生地捌き装置であって、前記生地他端把持具又は
該生地他端把持具と前記生地ガイド部との間に配置されて生地の中間部を保持する生地中
間部保持具を、前記生地の一端部側の端縁位置が縫製進行方向に直交する方向に位置調整
されるように特定方向に往復駆動移動可能に構成された生地端縁位置調整機構と、前記生
地ガイド部の下方に配置されて、生地の一端部側端縁位置を検出する生地端縁位置検出器
と、該生地端縁位置検出器による生地端縁位置の検出結果に基づいて、前記生地の一端部
側の端縁位置が所定位置に位置調整されるように前記生地端縁位置調整機構を前記特定方
向に往復駆動移動させる制御部と、を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　上記のごとき特徴を有する本発明に係るミシンの生地捌き装置によれば、例えば、Ｔシ
ャツ等の丸物生地の裾部や１枚もののスカート生地を開き状態にしてその裾を二つ折りし
てヘム縫いしたりする場合、縫製作業者の右手を用いて縫製箇所となる生地の一端部側を
ミシン本体の針板上及び生地ガイド部にセットする一方、生地の他端部側を生地他端把持
具に把持させる又は生地他端把持具と生地ガイド部との間に位置する生地の中間部を前記
生地中間部保持具に保持させた状態でミシン本体を作動開始することにより、生地ガイド
部を経て縫製進行方向へ送り出される生地の一端部側端縁が生地端案内装置の一部に摺接
される状態で針板の針落ち部に送り移動されて、所定のヘム縫いが行われる。このような
ヘム縫い時において、生地の一端部側の端縁は、送り移動中に加わる生地中間部の自重等
の外力により左右方向に変位することがあり、特に、端縁が曲線状の生地である場合は左
右方向の変位が顕著になる。
【００１１】
　そして、上記左右方向の変位に伴い生地の一端部側の端縁位置が所定位置から外れた場
合、生地端縁位置検出器の検出結果に基づく生地端縁位置調整機構の動作制御により前記
生地他端把持具又は生地中間部保持具が特定方向に往復駆動移動される。これによって、
縫製対象が伸縮性のある生地或いは一端部側端縁が曲線状の生地であっても、生地の一端
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部側の端縁をその全長に亘って所定位置に自動的に位置調整することが可能で、常に適正
且つ良好なヘム縫いを実行することができるといった効果を奏する。
【００１２】
　本発明に係るミシンの生地捌き装置において、適用対象ミシンとしては、ミシン本体が
生地の一端部を折り返して形成される重ね合わせ部分をセットして該重ね合わせ部分の縫
製進行方向への送りを案内するための前記針板と、前記針と、前記押え金と、を備えたヘ
ム縫い用ミシンであるのが好ましいが、これ以外に、丸物生地の一端部を折り返して形成
される重ね合わせ部分をセットして該重ね合わせ部分の縫製進行方向への送りを案内する
ための前記針板と、縫製進行方向に略直交する方向に並列配置された複数本の針と、ルー
パ糸を保持して前記複数本の針の並列方向の一側部と他側部との間に亘って前記縫製進行
方向に略直交する方向に進退動作可能で、進出動作時に前記複数本の針が前記針板下に形
成する複数の針糸ループを捉えるルーパとを備え、縫製動作により前記丸物生地一端部の
重ね合わせ部分の全周に二重環縫いの縫目を形成するように構成された二重環縫いミシン
、あるいは丸物生地の一端部を折り返して形成される重ね合わせ部分をセットして該重ね
合わせ部分の縫製進行方向への送りを案内するための前記針板と、針糸を保持して前記針
板に形成の針落ち部を通過するように上下動可能に構成された針と、ルーパ糸を保持する
ルーパとを備え、縫製動作により前記丸物生地一端部の重ね合わせ部の全周に縁かがり縫
いの縫目を形成するように構成された縁かがり縫いミシンのいずれであってもよい。
【００１３】
　また、本発明に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地ガイド部には、生地の一
端部側端縁に発生しているカールを矯正するカール矯正装置が設置されていることが好ま
しい。
　この場合は、生地ガイド部から生地端縁案内装置に送り出し移動される生地の一端部側
端縁にカールが発生している際、そのカールを延ばして矯正された端縁を生地端縁案内装
置に送り出すことが可能であり、所定のヘム縫いのための生地一端部側の捌き処理を一層
確実かつ適正に実行することができる。
【００１４】
　また、本発明に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地端縁位置検出器による生
地端縁位置の検出結果に基づいて前記生地端縁位置調整機構の前記生地他端把持具又は生
地中間部保持具を往復駆動移動させる特定方向は、上下方向、左右方向、前後方向（縫製
進行方向）、上下傾斜方向のいずれであってもよいが、上下方向が空間的にも機構的にも
最も好ましい。
【００１５】
　また、本発明に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地端縁位置検出器は、縫製
進行方向に直交する方向に間隔を隔てて二つ配置されており、そのうち、一方の生地端縁
位置検出器の検出動作に応じて前記生地端縁位置調整機構を前記特定方向の一方向に駆動
移動させ、かつ、他方の生地端縁位置検出器の検出動作に応じて前記生地端縁位置調整機
構を前記特定方向の他方向に駆動移動させるように構成されていることが好ましい。
　この場合は、二つの生地端縁位置検出器の存在により縫製対象生地の変位が左右方向の
いずれであるかを検出して、前記生地端縁位置調整機構をその検出変位方向に対応する特
定方向に駆動移動させることが可能であり、生地端縁位置の位置調整動作の反応速度を速
めることができる。
【００１６】
　また、本発明に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地他端把持具は、ミシン本
体の縫製動作に同期連動して鉛直又は略鉛直な軸心周りに駆動回転可能に構成されている
ことが好ましい。
　この場合は、丸物生地の一端部側の重ね合わせ部全周に縫目を形成する縫製時に生地他
端把持具に把持された生地の他端部分を、生地一端部側の全周縫いのための回転移動に合
わせて自動的に回すことが可能であり、生地の両端部のねじれによって縫製箇所にかかる
負荷を低減することが可能で、一層良好なヘム縫いを実行することができる。
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【００１７】
　更に、本発明に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地端縁位置調整機構により
上下方向に往復駆動移動される前記生地中間保持具は、生地の中間部を下方から受け止め
保持するローラと該ローラを回転可能に支承する固定心棒とから構成されていることが好
ましい。特に、前記生地中間保持具のローラは、前記生地端縁位置調整機構により前記生
地中間保持具が上下方向に往復駆動移動されるとき、該ローラに受け止め保持されている
生地中間部が前記生地中間保持具の上下往復駆動移動経路脇に沿って立設された弾性部材
に摺接することで上下に移動する生地中間部を介して正逆方向に回転するように構成され
ていることが好ましい。
　この場合は、前記生地中間部保持具のうち、生地の中間部を下方から受け止め支持する
ローラが固定心棒に対して回転可能に支承されているため、生地端縁位置調整機構の往復
駆動移動により生地の中間部が上下に移動するとき、その移動力を受けてローラが回転す
ることになるため、生地の一端部側の端縁をその全長に亘って所定位置に自動的に位置調
整する機能を確実かつ応答性よく実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第一実施の形態に係る２本針型式の横筒形二重環縫いミシンを用いたミ
シンの生地捌き装置全体を右前方から視た時の斜視図である。
【図２】同上ミシンの生地捌き装置の要部である生地ガイド部の拡大斜視図である。
【図３】同上ミシンの生地捌き装置の動作前の状態を示す要部の斜視図である。
【図４】同上ミシンの生地捌き装置に生地をセットした状態を示す要部の斜視図である。
【図５】同上ミシンの生地捌き装置の生地捌き動作状態を示す要部の斜視図である。
【図６】本発明の第二実施の形態に係るミシン生地捌き装置の生地捌き動作状態を示す要
部の斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の第一実施の形態を図面にもとづいて説明する。
　図１は本発明の第一実施の形態に係るもので、ミシン本体として２本針型式の横筒形二
重環縫いミシンを用いたミシンの生地捌き装置全体を右前方からの斜視図、図２は同上ミ
シンの生地捌き装置の要部である生地ガイド部の拡大斜視図、図３ないし図５は同上ミシ
ンの生地捌き装置の動作前の状態、生地をセットした状態、生地捌き動作状態を示す要部
の斜視図である。
　なお、以下の説明では、図２中に矢符により示した「上，下」「左，右」及び「前，後
」を使用する。ここで、「前」は縫製作業者に近い側、「後」は縫製作業者から離れた側
であり、「左，右」は前方から視た場合の左，右である。
【００２０】
　上記２本針型式の横筒形二重環縫いミシンＭは、ミシン脚柱１の上部及び下部から左側
方に向けてミシンアーム部２とミシンベッド部３とが互いに略平行に延設されている。ミ
シンアーム部２の内部には、ミシン主軸、縫製進行方向Ｙに対して略直交する方向に並列
配置された左右２本の針４，４（図２参照）を上下に往復運動させる針駆動機構、生地押
え金５、該押え金５を上下に駆動昇降させる押え金昇降駆動機構やそれら各駆動機構への
動力伝達機構等が組み込まれているが、それら駆動機構や動力伝達機構は周知のため、図
示及び詳細な説明を省略する。
【００２１】
　ミシンベッド部３の上面部には、生地の縫製進行方向Ｙへの送りを案内する針板６が固
定され、この針板６には針落ち位置となる針落ち部が形成されている。前記針板６の下方
部のミシンベッド部３内には、針板６上にセットされた生地Ｗを縫製進行方向Ｙに間欠的
に強制移送する生地下送り用送り歯、ルーパ糸を保持して前記針４，４の上下往複移動経
路に略直交する左右方向に進退動作可能で、進出動作時に前記針４，４が針板６下に形成
する２つの針糸ループを捉えるルーパ、糸切り装置等が組み込まれている。ここで、生地
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下送り用送り歯、ルーパ、糸切り装置、ルーパの進退動作機構の構成や動作等は周知のた
め、図示及び詳細な説明は省略する。
【００２２】
　横筒形二重環縫いミシンＭは、前記針板６の針落ち位置よりも縫製進行方向Ｙの上流側
位置（前方位置）に生地端縁案内装置として生地折り返し案内装置７が設置されている。
この生地折り返し案内装置７は、図２に明示のように、針落ち部の前方に配置された案内
板７１と前方視で略つの字状に湾曲した定規体７２とを備えており、針落ち位置に向けて
送り込まれる生地Ｗ（図４、図５参照）の一端部側端縁部分を一定幅で下向き折り返し、
残部の生地の下側に重ねたうえ、折り返し部の端縁を前記定規体７２の湾曲内面に摺接さ
せて、針４，４、生地押え金５、針板６等からなる縫製部への送り出し移動を案内するよ
うに構成されている。
【００２３】
　前記生地折り返し案内装置７には、図示しない空気供給源から高圧空気を導く複数の空
気配管７３が前後方向に並設されている。そのうち、前位置にある空気配管７３に供給さ
れた高圧空気は前記案内板７１及び定規体７２の前方で左方向に噴出され、この噴出高圧
空気が生地Ｗの一端部側端縁部分に吹き付けられることにより、該生地Ｗの端縁部分を下
向きに折り返し、前記案内板７１と定規体７２との間への導入を補助する機能を発揮する
。
【００２４】
　残りの空気配管７３に供給された高圧空気は、前記定規体７２の内側で前記案内板７１
の下面に沿って噴出され、該案内板７１の下面に重なる生地Ｗの端縁部を左方に移動付勢
して、案内板７１の長さに対応する幅で残部の生地に重ねる作用を行い、一定幅に重なっ
た状態の生地Ｗが針落ち位置に送り込まれて縫い合わせられる。
【００２５】
　横筒形二重環縫いミシンＭは、前記生地折り返し案内装置７よりも縫製進行方向Ｙの上
流側位置（前方位置）に生地Ｗの一端部側の前記生地折り返し案内装置７に向けての送り
出し移動を案内する生地ガイド部８が設置されている。この生地ガイド部８には、生地Ｗ
の一端部側端縁に発生しているカールを前記生地折り返し案内装置７への導入前に矯正す
るカール矯正装置９が備えられている。
【００２６】
　前記生地ガイド部８は、図２に示すように、２本の支持棒８１，８１に支持された支持
板８２と該支持板８２に取り付けられた生地支え８３，８４，８５を備えている。そのう
ち、支持棒８１，８１は、ミシンベッド部３の前方で左右方向に延び、延設方向にスライ
ド移動可能に構成されている。前記支持版８２は、支持棒８１，８１の左端部に該支持棒
８１，８１と垂直姿勢をなして取付けられた平板であり、前記支持棒８１，８１のスライ
ド移動に応じて左右方向に位置調節可能に構成されている。前記生地支え８３，８４，８
５は、略つの字形に屈曲する円形パイプもしくは丸棒部材からなり、前記支持板８２の左
側面に、先端の屈曲部分が左方に延びるように取り付けられている。
【００２７】
　前記生地支え８３は、前方を下として傾斜する支持板８２の下縁近傍に該下縁に沿わせ
て配されている。前記生地支え８４は、前記生地支え８３よりも狭幅かつ短寸であって、
該生地支え８３の上側近接位置で内側に収まるように配されている。また、生地支え８５
は、前記生地支え８３よりも広幅且つ長寸であって、前記生地支え８３の前方上方に離れ
て配置されている。この生地支え８５の上辺部分８５ａは、右方にゆくほど後方に位置す
る傾斜姿勢に形成されている。
【００２８】
　前記支持板８２の上端近傍には、前後方向に並べて複数の空気噴出ノズル（図示省略）
が支持されている。これら空気噴出ノズルは空気配管９１を介して図示しない空気供給源
に接続され、各空気配管９１から供給される空気を前記空気噴出ノズルの先端からエア受
け板９２の基部に向けて噴出することにより、生地Ｗの一端部側端縁部分に発生している
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カールを前記生地折り返し案内装置７への導入前に矯正するカール矯正装置９が構成され
ている。
【００２９】
　また、前記生地ガイド部８の下方には、生地Ｗの一端部側端縁位置を検出する生地端縁
位置検出器１０が配置されている。この生地端縁位置検出器１０は、縫製進行方向に直交
する左右方向に間隔を隔てて配置された二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂからなる。これら
二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂは、生地ガイド部８にガイドされて前記生地折り返し案内
装置７へ送り出される生地Ｗの一端部側端縁の移動経路を挟んで前後に対向配置された発
光部及び受光部を備えている。これら二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂは、図２に示すよう
に、前記生地支え８５の下方位置で前記支持棒８１，８１のうち、下部支持棒８１に固定
の支持部材１１に取り付けられた上下一対の支持片１２，１２に支持されている。
【００３０】
　上記構成のミシン本体としての２本針型式の二重環縫いミシンＭには、該ミシンＭとは
別体の生地捌き装置Ｈが付帯されている。この生地捌き装置Ｈは、前記ミシンＭにおける
針板６の針落ち部よりも縫製進行方向Ｙの上流側で且つ縫製進行方向Ｙに略直交する方向
でミシンＭから左横外側方に離間する位置に配置されて前記ミシンＭにより縫製される生
地Ｗの一端部とは反対の他端部側を把持可能な生地他端把持具１３と、該生地他端把持具
１３と前記生地ガイド部８との間に配置されて生地Ｗの中間部を保持する生地中間部保持
具１４と、該生地中間部保持具１４を生地Ｗの一端部側の端縁位置が縫製進行方向Ｙに直
交する左右方向に位置調整されるように上下鉛直方向に往復駆動移動可能に構成された生
地端縁位置調整機構１５と、これら生地他端把持具１３、生地中間部保持具１４及び生地
端縁位置調整機構１５を取り付ける固定架台１６と、を備えている。
【００３１】
　前記生地他端把持具１３は、図１及び図３に示されているように、固定架台１６の上下
枠部１６Ａの下端部に固定された固定把持片１３Ａとエアシリンダ１７の伸縮動作を介し
て前記固定把持片１３Ａに対して駆動開閉自在な可動把持片１３Ｂとから構成されている
。この一対の把持片１３Ａ，１３Ｂからなる生地他端把持具１３は、ミシンＭによる縫製
終了信号を受けて前記エアシリンダ１７へのエアの供給を制御する電磁弁を一方向に切替
えてエアシリンダ１７を収縮させることにより前記可動把持片１３Ｂを前記固定把持片１
３Ａに対して駆動開動させて生地Ｗの他端部側の把持を解除し、かつ、前記上下枠部１６
Ａに取り付けられたリミットスイッチ１８の作動片を押し操作して前記電磁弁を逆方向に
切替え前記エアシリンダ１７を伸長させることにより前記可動把持片１３Ｂを前記固定把
持片１３Ａに対して駆動閉動させて生地他端部を把持するように構成されている。
【００３２】
　前記生地中間部保持具１４は、生地Ｗの中間部を下方から受け止め保持する鼓形状のロ
ーラ１４Ａと、該ローラ１４Ａを回転可能に支承する固定心棒１４Ｂとから構成されてい
る。
【００３３】
　前記生地端縁位置調整機構１５は、前記生地中間部保持具１４を固定心棒１４Ｂの一端
部から上方に延びる縦棒部分１４Ｃを固定する固定部材１８を介して前記固定架台１６の
前記上下枠部１６Ａと平行状態に架設支持させたラック１９と該ラック１９に咬合するピ
ニオン（図示省略）を回転駆動するステッピングモータ２０とにより、上下方向のガイド
バー２１に沿って上下鉛直方向（特定方向の一例）に往復駆動移動可能に構成されている
。
【００３４】
　また、前記生地端縁位置調整機構１５は、前記生地ガイド部８にガイドされて前記生地
折り返し案内装置７へ送り出される生地Ｗの一端部側端縁が前記生地端縁位置検出器１０
における二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂのうち、左の光センサ１０Ａの投受光範囲から外
れたとの検出動作に応じて前記ラック１９、ステッピングモータ２０を介して前記生地中
間部保持具１４を下方へ駆動移動させ、かつ、前記生地Ｗの一端部側端縁が前記生地端縁
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位置検出器１０における右の光センサ１０Ｂの投受光範囲を超えたとの検出動作に応じて
前記ラック１９、ステッピングモータ２０を介して前記生地中間部保持具１４を上方へ駆
動移動させる制御部を備えている。
【００３５】
　更に、前記生地捌き装置Ｈには、前記生地中間部保持具１４の上下往復駆動移動経路脇
である前記固定架台１６の前記上下枠部１６Ａに沿わせる状態で弾性部材の一例としての
角柱状のスポンジ２２が立設されている。このスポンジ２２は、前記生地端縁位置調整機
構１５により前記生地中間部保持具１４が上下鉛直方向に往復駆動移動されるとき、該生
地中間部保持具１４に受け止め保持された生地Ｗの中間部と前記生地他端把持具１３に把
持されている生地Ｗの他端部Ｗｂとの間に位置する生地部分Ｗｃが前記スポンジ２２の表
面に摺接することにより、該生地部分Ｗｃが上下に動いて前記ローラ１４Ａを正逆方向に
自由回転させるように構成している。
【００３６】
　次に、上記のように構成された本第一実施の形態に係る２本針型式の横筒形二重環縫い
ミシンＭと生地捌き装置Ｈとを用いて、Ｔシャツの裾部など丸物生地Ｗのヘム縫いを行う
縫製動作について、図３～図５を参照しながら説明する。
【００３７】
　縫製開始前は、前記生地端縁位置調整機構１５のステッピングモータ２０とラック１９
を介して前記生地中間部保持具１４を、図３に示すように、上下往復移動経路の最下部に
位置させておく。これにより、生地Ｗを生地捌き装置Ｈと横筒形二重環縫いミシンＭとに
亘って生地Ｗをセットする時に前記生地中間部保持具１４が邪魔にならず、セット作業を
容易に実施することができる。
【００３８】
　そして、前記生地押え金５を駆動上昇させ、かつ、生地捌き装置Ｈの生地他端把持具１
３の可動把持片１３Ｂが固定把持片１３Ａに対して駆動開放されている状態において、図
４に示すように、丸物生地Ｗの一端部側裾部で、その端縁部を前記生地ガイド部８を経て
生地折り返し案内装置７に導入して該生地Ｗの一端部側端縁部が生地裏面側に折返して重
ね合わせ、その折返し生地部分（縫製部分）Ｗａを針板６上にセットしたのち、前記押え
金５を駆動下降させる一方、前記丸物生地Ｗの他端部分Ｗｂを前記生地捌き装置Ｈにおけ
る生地他端把持具１３の固定把持片１３Ａと可動把持片１３Ｂとの間に差し入れると共に
、リミットスイッチ１８の作動片を手動で押し操作することにより、エアシリンダ１７の
伸長動作により前記可動把持片１３Ｂを前記固定把持片１３Ａに対し駆動開動させて前記
丸物生地Ｗの他端部分Ｗｂを把持させる。
【００３９】
　このとき、生地Ｗの中間部は、図４に示すように、前記生地中間部保持具１４のローラ
１４Ａに受け止め保持されており、この状態で、横筒形二重環縫いミシンＭの回転作動を
開始することにより、前記生地ガイド部８の生地支え８３，８４，８５に支えられて送り
出された後、生地折り返し案内装置７の案内板７１と定規体７２との間に導入されて一端
部側端縁部が生地裏面側に折返して重ね合わせられた丸物生地Ｗの縫製部分Ｗａが該縫製
部分Ｗａの下面に作用する生地下送り用送り歯と上面に作用する押え金５とによって縫製
進行方向Ｙに向けて間欠的に強制移送されるとともに、ミシンＭの回転作動に伴う左右の
針４，４の上昇下降動作、ルーパの進退動作等の一連の縫製動作により、丸物生地Ｗの縫
製部分（重ね合わせ生地部分）Ｗａの全周に二重環縫いの縫目を形成するヘム縫いが行わ
れる。
【００４０】
　上記のようなヘム縫い時において、前記生地ガイド部８の生地支え８３，８４，８５に
支えられて生地折り返し案内装置７に送り出し移動される前記丸物生地Ｗの一端部側端縁
位置は、ミシンＭと生地捌き装置Ｈとの間に位置する生地中間部の自重等の外力により左
右方向に変位することがある。特に、生地Ｗの一端部側端縁が曲線状の生地である場合は
左右方向の変位が顕著になる。
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【００４１】
　本第一実施の形態に係るミシンの生地捌き装置Ｈによれば、前記丸物生地Ｗの一端部側
端縁位置が前記生地端縁位置検出器１０における二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂにより常
に監視されており、前記生地折り返し案内装置７へ送り出される生地Ｗの一端部側端縁Ｗ
ｅが左方へ変位して左の光センサ１０Ａの投受光範囲から外れたとの検出動作に応じて前
記ラック１９、ステッピングモータ２０を介して前記生地中間部保持具１４を下方へ駆動
移動させ、かつ、前記生地Ｗの一端部側端縁Ｗｅが右方へ変位して右の光センサ１０Ｂの
投受光範囲を超えたとの検出動作に応じて前記ラック１９、ステッピングモータ２０を介
して前記生地中間部保持具１４を上方へ駆動移動させるように、前記生地端縁位置調整機
構１５が動作制御される。
【００４２】
　以上のように、生地Ｗの一端部側端縁位置の左右方向への変位に応じて前記生地中間部
保持具１４が、図５に示すように、上下方向ｕ－ｄに駆動移動することにより、縫製対象
が伸縮性のある生地或いは一端部側端縁が曲線状の生地であっても、生地Ｗの一端部側端
縁Ｗｅの位置をその全長に亘って所定位置に自動的に位置調整することが可能であり、こ
れによって、生地一端部側の折り返し幅や重ね合わせ代を所定の範囲に保って常に適正且
つ良好なヘム縫いを実行することができる。
【００４３】
　特に、本第一実施の形態の場合、前記生地中間保持具１４のローラ１４Ａが、前記生地
端縁位置調整機構１５により上下方向に往復駆動移動されるとき、該ローラ１４Ａに受け
止め保持されている生地Ｗの中間部と前記生地他端把持具１３に把持されている生地Ｗの
他端部Ｗｂとの間に位置する生地部分Ｗｃ（図５参照）が前記生地中間保持具１４の上下
往復駆動移動経路脇に沿って立設されたスポンジ２２に摺接して摩擦を受けることで該生
地部分Ｗｃが上下に強制移動される。この生地部分Ｗｃの上下移動に伴って前記ローラ１
４Ａが固定心棒１４Ｂに対して正逆方向に回転することになるため、生地Ｗの種類等に関
係なく、生地Ｗの一端部側端縁Ｗｅをその全長に亘って所定位置に自動的に位置調整する
機能を確実かつ応答性よく実行することができる。
【００４４】
　なお、上記第一実施の形態においては、生地Ｗの中間部を保持する生地中間部保持具１
４を生地端縁位置調整機構１５を介して上下方向に往復駆動移動可能に構成したが、図６
に示すように、生地Ｗの他端部Ｗｂを把持する生地他端把持具１３を、前記第一実施の形
態で説明したと同様のラック及びステッピングモータ（これらの図示は省略する。）を具
備する生地端縁位置調整機構１５を介して上下方向ｕ－ｄに往復駆動移動可能に構成した
第二実施の形態を採用してもよい。
【００４５】
　この第二実施の形態に係るミシンの生地捌き装置においても上記第一実施の形態と同様
に、前記生地端縁位置検出器１０における二つの光センサ１０Ａ，１０Ｂによる生地Ｗの
一端部側端縁位置の左右方向への変位検出に応じて前記生地他端把持具１３を、上下方向
ｕ－ｄに駆動移動することにより、縫製対象が伸縮性のある生地或いは一端部側端縁が曲
線状の生地であっても、生地Ｗの一端部側端縁Ｗｅの位置をその全長に亘って所定位置に
自動的に位置調整することが可能であり、これによって、生地一端部側の折り返し幅や重
ね合わせ代を所定の範囲に保って常に適正且つ良好なヘム縫いを実行することができる。
【００４６】
　また、上記第二実施の形態に係るミシンの生地捌き装置において、前記生地他端把持具
１３を、ミシンＭの縫製動作に同期連動するステッピングモータ２３を介して鉛直又は略
鉛直な軸心ｓ周りに駆動回転可能に構成することにより、所定の縫製作業時に縫製箇所と
なる裾部分に生地重みや生地中間部分のねじれ等による余分な負荷をかけることを極力回
避することが可能となり、一層良好なヘム縫いを実行することができる。
【００４７】
　また、本発明は、上記第一実施の形態及び第二実施の形態のいずれも、生地端縁位置調
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下鉛直方向に設定したものについて説明したが、その往復駆動移動方向は、左右方向であ
っても上下・左右傾斜方向であってもよく、いずれの方向に往復駆動移動させる場合も、
所定の生地端縁位置調整機能を実現することが可能である。
【００４８】
　また、生地端捌き装置Ｈを付帯させるミシンとしては、上記した複数本針型式の横筒形
二重環縫いミシンに限らず丸物生地一端側の重ね合わせ部の全周に縁かがり縫いの縫目を
形成する縁かがり縫いミシンであってもよい。
【００４９】
　さらに、上記各実施の形態では、生地他端把持具１３として、固定把持片１３Ａと該固
定把持片１３Ａに対して駆動開閉自在な可動把持片１３Ｂとから構成されているものにつ
いて説明したが、一対の把持片が相互に遠近揺動することで駆動開閉されるものであって
も一対のバネ形式のものであってもよい。
【符号の説明】
【００５０】
４　針
５　生地押え金
６　針板
７　生地折り返し案内装置（生地端縁案内装置）
８　生地ガイド部
９　カール矯正装置
１０　生地端縁位置検出器
１０Ａ　左の光センサ
１０Ｂ　右の光センサ
１３　生地他端把持具
１４　生地中間部保持具
１４Ａ　ローラ
１４Ｂ　固定心棒
１５　生地端縁位置調整機構
２２　スポンジ（弾性部材）
Ｍ　二重環縫いミシン
Ｈ　生地捌き装置
Ｗ　縫製生地（丸物生地）
Ｗａ　生地の一端部側の縫製部分
Ｗｂ　生地の他端部分
Ｗｃ　生地の中間部分
Ｙ　縫製進行方向
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